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※ ２〔問 2〕(1)  ①，② 全て「正答」で，点を与える。

※ ２〔問 2〕(1)   ③，④，⑤ 全て「正答」で，点を与える。
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【　途中の式や計算など　】

2

(2)

（7-青）

     

8〔問 3〕

6〔問 2〕

【  途中の式や計算など  】
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　　は負の数であるから，
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　　よって，点の座標は
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立体と立体の高さは，

底面を△とすれば，

それぞれ，線分，線分となる。

線分の長さを，線分の長さをとし，

求める体積をとすると，
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　＝   

ここで，    であるから，

＝（  ）

頂点と頂点を結び，△を考えると，

　　　∥より，　△△

同様に，∥より，　△△
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